
九
星
と
易
断
に
よ
る

八
月
・
九
月
の
運
勢

気
学
で
は
申
の
八
月

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入
り

ア気

道

生

天

破

気
学
で
は
酉
の
九
月

九
月
七
日
（
白
露
）
節
入
り

生
気

ア

破

天
道

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
平
和
で
淳
良
な

日
々
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
安
心
で
き
な
い
の

が
大
雨
の
風
水
害
で
、
一
昨

年
の
西
日
本
豪
雨
、
昨
年
は

台
風
15
号
、
19
号
の
房
総
は

強
風
で
屋
根
が
飛
び
、
今
も

手
つ
か
ず
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

被
り
修
理
は
終
わ
ず
仕
舞
い
。

今
年
は
早
く
も
七
月
四
日

九
州
に
お
け
る
梅
雨
前
線
は

七
月
六
日
、
記
録
的
大
雨
で

球
磨
川
の
氾
濫
、
各
地
の
浸

水
で
大
被
害
を
蒙
り
、
悲
惨

酷
烈
な
る
様
相
で
し
た
。

一
日
も
早
い
復
旧
と
再
建
を

期
待
し
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
コ
ロ
ナ
問
題
で
、
解

除
後
は
営
業
店
舗
の
規
制
が

ま
ま
な
ら
ず
、
七
月
に
な
っ

て
も
集
団
感
染
者
増
第
二
波

傾
向
で
す
が
八
月
の
コ
ロ
ナ

卦
は
火
風
鼎
の
上
九
で
す
。

上
九
は
鼎
玉
鉉
。
大
吉
。

无
不
利
。
の
爻
辞
で
す
。

相
変
ら
ず
コ
ロ
ナ
感
染
の

勢
い
が
あ
り
、
鼎
を
以
て
飲

食
で
あ
り
料
理
に
関
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
爻
辞
は

コ
ロ
ナ
が
吉
と
い
う
の
で
は

な
く
、
人
と
の
共
生
（
共
棲
）

を
す
る
と
の
意
味
な
の
で
す
。

序
卦
で
は
鼎
の
前
が
革
な

の
で
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し
定

着
し
感
染
数
の
減
少
で
は
な

く
集
団
生
活
の
場
や
家
庭
に

注
意
が
目
が
向
け
ら
れ
、
鼎

の
三
足
の
象
か
ら
三
密
の
意

と
な
る
の
で
、
三
密
の
守
り

を
固
め
こ
と
は
良
く
、
効
果

は
大
と
な
る
も
の
で
す
。

九
月
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
の

趨
勢
は
、
雷
沢
帰
妹
の
六
五

で
す
。
帰
妹
の
卦
を
わ
か
り

や
す
く
い
え
ば
、
秋
の
雷
は

勢
い
が
無
い
の
で
感
染
数
の

伸
び
が
少
な
く
、
落
ち
着
く

気
配
と
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ

ま
で
続
く
の
か
、
終
結
す
る

の
か
医
療
専
門
家
の
苦
衷
が

あ
り
ま
す
、
と
り
あ
え
ず
の

得
卦
で
は
、
風
天
小
畜
の
六

四
で
来
春
ま
で
様
子
を
見
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

八
月
筮
ー
沢
山
咸
の
九
四

九
月
筮
ー
沢
水
困
の
上
六

八
月
の
運
気
は
旺
盛
で
計

画
を
実
施
、
交
際
面
は
柔
軟

さ
で
吉
、
仕
事
は
優
し
さ
、

几
帳
面
出
費
で
、
体
調
安
心
。

九
月
の
多
忙
さ
と
心
労
多

し
。
仕
事
は
軌
道
を
進
み
金

銭
は
不
利
益
、
家
庭
に
喜
こ

び
愛
を
忘
れ
ず
。
食
事
歓
迎
。

八
月
筮
ー
雷
火
豊
の
六
二

九
月
筮
ー
山
火
賁
の
六
四

八
月
は
何
事
も
早
ま
ら
ず

慎
重
。
人
は
好
き
嫌
い
な
く

会
話
を
楽
し
く
。
仕
事
維
持

小
金
を
生
か
す
、
疲
労
続
く
。

九
月
は
前
進
手
腕
振
る
う

公
私
共
に
思
い
遣
り
忘
れ
ず

芸
術
趣
味
や
自
然
を
楽
し
む

努
力
で
道
開
く
足
腰
に
対
処
。

八
月
筮
ー
風
雷
益
の
六
三

九
月
筮
ー
風
天
小
畜
の
九
三

八
月
は
目
的
に
向
か
う
吉

交
渉
は
妥
協
良
し
、
未
知
の

事
柄
に
手
を
出
さ
ず
、
金
欲

諦
め
る
、
倦
怠
感
と
食
欲
減
。

九
月
運
は
ジ
ッ
ク
リ
待
つ
。

実
力
を
付
け
て
待
つ
。
女
性

上
位
で
肩
の
荷
重
し
失
言
用

心
、
家
庭
安
心
で
体
調
改
善

八
月
筮
ー
艮
為
山
の
初
六

九
月
筮
ー
山
地
剥
の
六
五

八
月
は
堅
実
運
。
予
定
を

変
え
な
い
。
大
き
く
狙
わ
ず

小
さ
く
、
下
旬
に
口
難
あ
り
。

公
私
に
整
理
、
足
腰
と
疲
労
。

九
月
多
忙
で
背
中
を
押
さ

れ
る
、
諸
事
に
欲
を
出
す
。

誤
解
は
解
け
る
収
支
管
理
を
。

何
か
と
身
を
削
る
過
労
気
味
。

八
月
筮
ー
水
雷
屯
の
九
五

九
月
筮
ー
火
雷
噬
嗑
の
六
五

八
月
伸
び
悩
み
と
下
旬
に

予
定
変
更
、
待
ち
気
配
で
も

急
が
ず
、
意
見
齟
齬
と
出
費

続
く
我
慢
、
治
療
症
状
優
先
。

九
月
は
平
穏
に
推
移
し
無

事
を
守
る
。
物
事
の
後
始
末

と
失
言
用
心
。
人
に
は
甘
辛

両
味
で
い
く
風
邪
油
断
あ
り
。

八
月
筮
ー
雷
風
恒
の
九
二

九
月
筮
ー
風
火
家
人
の
九
三

八
月
は
平
穏
ム
ー
ド
で
心

身
を
休
め
る
。
先
祖
の
徳
を

頂
く
が
古
傷
に
触
ら
ず
、
私

事
で
名
誉
あ
り
体
力
保
持
へ
。

九
月
は
大
き
な
山
場
な
く

無
事
、
予
想
外
の
人
物
評
や

損
得
が
ら
み
の
金
融
、
家
事

多
数
新
人
応
援
、
潜
在
疲
労
。

八
月
筮
ー
火
風
鼎
の
九
二

九
月
筮
ー
風
沢
中
孚
の
九
三

八
月
は
雑
用
多
く
気
遣
う

交
際
良
い
が
無
駄
金
出
そ
う

下
旬
の
仕
事
吉
、
若
人
に
出

会
あ
り
、
過
食
と
足
腰
休
養
。

九
月
は
平
常
心
で
無
事
。

旧
交
温
め
人
情
厚
く
、
家
庭

サ
ー
ビ
ス
と
予
算
計
画
、
整

理
整
頓
す
。
夏
バ
テ
対
策
を
。

八
月
筮
ー
天
地
否
の
六
三

九
月
筮
ー
風
雷
益
の
六
三

八
月
は
何
事
に
も
急
が
ず

道
迷
え
ば
無
理
を
し
な
い
で

心
に
響
く
癒
し
あ
り
思
い
出

も
多
い
。
風
邪
や
の
ど
用
心
。

九
月
の
動
き
は
良
好
、
新

風
に
乗
り
改
め
る
。
仕
事
は

将
来
の
た
め
金
運
末
吉
、
人

情
の
深
さ
と
健
康
優
し
く
。

八
月
筮
ー
山
地
剥
の
六
三

九
月
筮
ー
山
雷
頤
の
上
九

八
月
は
小
用
多
く
忙
し
い
。

予
定
は
未
定
の
つ
も
り
、
理

屈
を
言
わ
ず
協
調
、
誠
意
こ

そ
宝
。
元
気
で
も
疲
労
気
味
。

九
月
は
順
調
運
、
意
志
通

り
に
進
め
る
。
人
脈
を
大
事

に
用
事
は
臨
機
応
変
。
家
運

善
事
。
健
康
も
金
銭
も
無
事
。

福
田

有
宵
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の
人
の
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■
筮
者
：
藤
巻
浩
一
先
生

二
〇
二
〇
年
三
月
末
日
立

筮【
武
漢
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

占
】

※
世
上
の
武
漢
ウ
イ
ル
ス
騒

動
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

ま
た
枝
葉
に
拘
っ
た
小
手
先

の
暫
定
的
な
対
処
法
ば
か
り

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
現

今
に
不
満
と
不
安
を
感
じ
、

こ
こ
に
「
抜
本
的
な
対
処
法

は
考
案
さ
れ
る
の
か
」
を
命

題
に
据
え
、
易
神
に
質
し
て

み
ま
し
た
。

占
的
：
『
武
漢
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
成
功
す
る

か
？
』

得
卦
の
占
考
：
（
先
の
占
断

に
至
る
ま
で
の
読
卦
の
プ
ロ

セ
ス
）

卦
徳
：
繰
り
返
し
の
努
力
。

卦
の
来
往
：
三
陰
三
陽
卦
。

卦
意
：
井
戸
を
掘
る
卦
。
最

初
は
泥
し
か
出
て
こ
な
い
が
、

最
終
的
に
は
「
清
流
・
清
水

が
湧
き
出
る
」
意
が
あ
る
。

卦
徳
の
「
繰
り
返
し
の
努

力
」
か
ら
、
現
在
ウ
イ
ル
ス

研
究
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
・

研
究
家
が
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

大
変
な
努
力
と
試
行
錯
誤
を

し
て
い
る
姿
を
彷
彿
と
さ
せ

て
い
る
。

占
断
の
辞
は
、
「
井
、
清

く
し
て
寒
泉
喰
ら
わ
れ
る
。
」

つ
ま
り
、
五
爻
の
九
月
か
ら

十
月
に
か
け
て
清
き
水
が
湧

き
出
す
。
つ
ま
り
、
成
果
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

坎
は
、
坎
毒
と
判
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

坎
卦
を
ウ
イ
ル
ス
と
し
、
そ

の
錯
卦
の
離
を
以
て
ワ
ク
チ

ン
と
判
じ
て
み
ま
し
た
。
初

爻
位
は
、
陽
位
に
陰
で
居
て
、

無
力
感
を
味
わ
っ
て
い
る
。

同
時
に
爻
卦
に
兌
の
毀
折
を

有
す
る
。
二
爻
位
の
爻
卦
に

艮
を
配
し
て
い
る
の
で
、
三

月
・
四
月
は
ウ
イ
ル
ス
も
し

つ
こ
く
世
上
に
留
ま
っ
て
い

る
。
（
こ
こ
で
は
、
一
爻
を

二
カ
月
ず
つ
と
し
て
捉
え
る
。

つ
ま
り
初
爻
は
、
一
・
二
月
、

二
爻
は
三
・
四
月
と
い
う
象

〈
か
た
ち
〉
で
読
ん
で
い
き
、

上
爻
は
十
一
月
・
十
二
月
と

し
て
観
た
）

三
爻
位
の
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
内
卦
が
坎
に
変
じ

る
の
で
坎
を
以
て
ウ
イ
ル
ス

と
し
、
大
成
卦
は
坎
為
水
と

な
り
、
五
月
～
六
月
頃
か
ら

七
月
～
八
月
頃
は
ウ
イ
ル
ス

の
悪
影
響
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
坎
為
水
は
最
強
の
四
難

卦
で
あ
る
。
三
爻
の
乾
が
陰

に
変
わ
る
と
坎
為
水
の
三
・

四
・
五
爻
の
互
体
が
艮
に
な

り
、
ウ
イ
ル
ス
が
は
び
こ
る

様
子
が
観
て
と
れ
る
。

加
え
て
、
二
爻
か
ら
四
爻
の

互
体
に
兌
が
あ
り
、
互
体
兌

の
主
爻
に
も
爻
卦
の
兌
が
あ

り
、
七
月
～
八
月
に
掛
け
て

国
民
の
人
心
に
甘
え
と
油
断

が
出
て
妄
り
に
な
り
や
す
く
、

そ
し
て
す
ぐ
に
挫
け
そ
う
に

な
る
。

つ
ま
り
、
「
安
易
な
方
向
」

に
流
さ
れ
や
す
い
。
先
日
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

が
、
本
原
稿
を
起
こ
し
て
い

る
七
月
十
一
日
現
在
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
数
は
二
百
名

を
超
え
て
い
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
飲
食
店
や
娯
楽
施
設

等
で
マ
ス
ク
を
外
し
、
唾
液

の
飛
沫
を
飛
ば
し
な
が
ら
、

大
声
で
会
話
し
て
い
る
人
が

増
え
て
き
て
い
る
ら
し
い
と

の
報
道
も
流
れ
て
い
た
。
ま

さ
し
く
甘
え
と
油
断
の
兌
卦

の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の

が
あ
る
。

し
か
し
、
三
・
四
・
五
爻
の

互
体
に
離
が
あ
り
、
離
を
以

て
薬
剤
と
し
、
五
爻
目
の
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
成
功
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

さ
し
く
本
卦
の
外
卦
坎
の
主

爻
が
消
尽
す
る
。

七
月
の
初
旬
頃
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
テ
レ
ビ
報
道
を
目

に
し
た
が
、
大
阪
方
面
に
あ

る
大
学
の
研
究
機
関
が
試
薬

の
開
発
を
手
掛
け
、
人
へ
の

試
験
的
投
与
が
始
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
話
さ
れ
て
い
た
。

本
卦
、
水
風
井
二
爻
か
ら
四

爻
の
互
体
兌
を
以
て
西
の
方

角
と
み
る
と
、
大
阪
方
面
に

あ
る
研
究
機
関
を
指
し
、
そ

こ
が
三
爻
か
ら
五
爻
の
互
体

離
の
薬
剤
開
発
を
手
掛
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
読

み
取
れ
る
。

五
爻
目
で
陽
か
ら
陰
に
転
じ
、

外
卦
坎
の
主
爻
が
消
尽
し
之

卦
坤
の
平
癒
を
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
爻
か
ら
五
爻
の
互

卦
約
象
に
、
「
背
き
離
れ
て

い
く
」
意
の
あ
る
火
沢
睽
が

あ
り
ま
す
。
因
っ
て
、
ウ
イ

ル
ス
は
我
々
人
間
か
ら
離
れ

て
い
く
。
つ
ま
り
、
ウ
イ
ル

ス
の
退
治
を
果
た
す
（
と
期

待
し
た
い
）
。

上
爻
の
占
断
の
辞
に
「
井
戸

の
清
い
水
を
井
戸
に
蓋
を
し

て
覆
う
こ
と
（
独
り
占
め
す

る
こ
と
）
な
く
、
民
に
分
か

ち
合
う
」
の
意
が
あ
る
の
で
、

二
〇
二
〇
年
十
一
月
～
十
二

月
に
完
成
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

患
者
へ
の
投
与
が
始
ま
り
、

世
上
に
普
及
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

之
卦
は
地
水
師
で
あ
り
、

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
さ
に
お
い

て
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

因
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
は
、
二
〇
二
〇
年

十
一
月
～
十
二
月
を
目
途
に

功
を
奏
す
る
も
の
と
占
断
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
、
少
し
気
に
な
る

処
で
は
あ
る
が
、
之
卦
の
地

水
師
の
内
卦
に
も
坎
が
発
生

す
る
の
で
ウ
イ
ル
ス
が
再
度

台
頭
し
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
（
第
二
波
、
第
三
波
が
到

来
す
る
）
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

因
っ
て
、
年
が
変
わ
っ
た
二

〇
二
一
年
の
初
頭
（
前
半
：

三
月
～
四
月
ま
で
）
も
ウ
イ

ル
ス
と
の
戦
さ
に
備
え
、
用

心
に
用
心
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
。

要
す
る
に
、
国
民
は
ウ
イ

ル
ス
の
完
全
消
滅
が
報
道
さ

れ
る
ま
で
は
気
を
抜
く
こ
と

な
く
油
断
せ
ず
、
心
に
隙
を

見
せ
ず
身
と
気
を
引
き
締
め

て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

巷
間
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

は
本
当
に
生
活
や
仕
事
の
変

革
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
易
学
占
例
紹
介
】

■
筮
者
：
乾
象

先
生

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日

占「
易
実
占
例
―
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
中
筮
で
」

〈
得
卦
〉
地
山
謙

二
爻
・
三
爻
変

下
か
ら
、
離
坤
乾
巽
離
兌
）

〈
之
卦
〉
地
水
師

二
月
の
二
十
八
日
、
ア
メ
リ

カ
で
も
日
本
で
も
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
経
済

を
打
撃
す
る
と
敏
感
な
株
価

が
下
落
し
て
い
る
。
確
か
に
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中
国
武
漢
か
ら
発
生
し
た
こ

の
感
染
症
は
そ
の
恐
ろ
し
さ

を
徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
歴
史

の
中
に
、
一
九
一
八
／
一
九

一
九
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流

行
し
三
千
／
四
千
万
人
の
死

亡
者
、
一
九
五
七
年
に
は
ア

ジ
ア
風
邪
で
百
万
人
、
一
九

六
八
／
一
九
六
九
年
に
は
香

港
風
邪
で
百
万
人
、
そ
し
て

最
近
で
は
二
〇
〇
三
年
の

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
、
二
〇
一
二

年
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
が
あ
り
、

そ
し
て
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
既
に
大
流
行
し
て

い
て
、
既
に
二
千
六
百
万
人

が
感
染
し
て
い
て
、
死
者
が

一
万
四
千
人
を
超
え
て
い
る

と
云
う
報
道
は
小
さ
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で

病
勢
を
中
筮
で
占
っ
て
見
ま

し
た
の
で
、
福
田
先
生
の
易

学
教
室
で
「
占
例
」
と
し
て

三
月
二
十
一
日
に
一
度
提
出

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

下
か
ら
、
離
、
坤
、
乾
、
巽
、

離
、
兌

地
山
謙
の
二
爻
、

三爻
変
な
の
で
、
之
卦
は
地
水

師
と
な
り
ま
す
。

先
ず
得
卦
の
「
地
山
謙
」

謙
は
へ
り
く
だ
る
、
謙
遜
や

謙
虚
を
第
一
義
と
考
え
ま
す

が
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

事
へ
の
立
筮
で
あ
る
こ
と
を

考
え
、
決
め
手
を
欠
く
病
で

あ
り
、
見
か
け
よ
り
重
い
、

長
引
く
、
重
症
の
時
は
危
な

い
と
み
る
。
余
計
な
事
に
は

手
を
出
さ
ず
に
消
極
的
な
時
、

現
状
維
持
に
努
め
る
。

之
卦
の
「
地
水
師
」
戦
い
の

卦
で
す
、
二
爻
の
乾
す
な
わ

ち
司
令
官
（
首
相
か
？
）
し

か
し
内
部
（
内
卦
）
に
悩
み

有
り
で
中
々
思
う
よ
う
な
手

が
打
て
な
い
。
「
地
山
謙
」

か
ら
「
地
水
師
」
に
変
化
す

る
事
で
、
坎
の
位
置
が
二
・

三
・
四
か
ら
、
初
・
二
・
三

と
低
下
し
て
し
ま
う
、
下
り

坂
で
あ
る
（
福
田
先
生
よ
り
、

先
ず
二
爻
変
で
「
地
風
升
」

で
観
る
、
そ
の
後
、
三
爻
変

で
「
地
水
師
」
を
考
え
る
、

と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
）
。

次
に
、
天
人
地
で
観
る
、
初

爻
二
爻
で
「
地
火
明
夷
」
そ

の
も
の
ズ
バ
リ
、
様
々
な
憶

測
や
良
く
解
ら
な
い
状
態
が

続
く
、
対
策
は
右
往
左
往
の

状
態
。
三
爻
四
爻
で
「
風
天

小
蓄
」
段
々
と
そ
の
現
状
が

見
え
て
き
た
が
そ
の
脱
出
方

法
が
見
当
た
ら
ず
、
矢
継
ぎ

早
に
そ
の
対
策
ら
し
き
も
の

が
出
さ
れ
る
が
そ
の
効
果
は

見
ら
れ
ず
、
一
般
大
衆
は
押

さ
え
込
ま
れ
る
（
外
出
自
粛
）
。

五
爻
上
爻
で
「
沢
火
革
」
よ

う
や
く
状
況
に
変
化
が
見
え

て
く
る
（
福
田
先
生
の
ヒ
ン

ト
、
四
爻
の
巽
は
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
る
、
五
爻
の
離
で

薬
に
関
す
る
物
）
。

福
田
先
生
よ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
病
占
と
し
て
は
、

適
占
で
あ
る
と
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
が
、
四
月
の
下

旬
に
な
っ
て
も
下
火
の
傾
向

は
見
ら
れ
ず
、
今
一
度
二
月

末
の
占
筮
を
読
み
直
し
て
み

ま
し
た
（
四
月
二
十
二
日
）
。

一
．
天
人
地
を
時
系
列
で
観

る
方
法
、
当
初
私
は
一
卦
一

か
月
と
み
て
三
か
月
で
観
て

お
り
ま
し
た
が
、
地
山
謙
は

越
爻
来
往
生
卦
が
可
能
の
一

陽
五
陰
卦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

六
か
月
か
か
る
卦
で
あ
る
事

に
気
付
き
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
：
地
山
謙
を
二
月

（
立
筮
の
月
）
、
雷
地
予

（
三
月
）
、
水
地
比
（
四
月
）
、

山
地
剥
（
五
月
）
、
坤
為
地

（
六
月
）
、
地
雷
復
（
七
月
）

回
復
す
る
の
は
六
月
半
ば
、

７
月
に
ま
た
日
常
が
！

二
．
「
地
山
謙
」
の
卦
を
よ
ー

く
観
る
と
、
坎
を
包
む
坤
の

包
卦
で
し
た
。
病
気
の
悩
み

を
抱
え
て
即
断
即
決
の
出
来

な
い
「
坤
」
の
優
柔
不
断
を

示
し
て
い
た
。
以
上
。

生
き
た
学
問

す
べ
て
学
問
と
い
う
も
の

は
、
根
か
ら
養
分
を
吸
収
し

て
、
幹
が
出
て
、
枝
が
伸
び

て
、
そ
れ
が
分
か
れ
て
小
枝
、

そ
の
先
端
に
葉
が
付
き
実
が

な
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
又
落

ち
て
、
肥
料
に
な
っ
て
、
新

し
く
芽
を
吹
い
て
行
く
、
と

い
う
よ
う
に
自
然
に
伸
び
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
分
裂
せ
ず

に
自
ら
一
つ
の
体
系
を
成
し

て
ゆ
く
。
こ
れ
で
な
け
れ
ば

本
当
の
学
問
で
は
な
い
。
我
々

は
先
ず
「
大
学
」
か
ら
始
ま
っ

て
、
四
書
五
経
を
教
わ
っ
た
。

そ
れ
が
あ
る
年
齢
に
達
し
た

こ
ろ
に
、
自
分
か
ら
面
白
し

な
あ
、
成
程
な
あ
と
考
え
る

よ
う
に
な
る
。

最
初
は
与
え
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ
が
生

命
化
し
て
来
て
、
よ
し
、
一

つ
儒
教
を
勉
強
し
て
み
よ
う

と
今
度
は
自
発
的
に
読
み
出

す
。
孔
子
の
伝
記
を
や
る
う

ち
に
ど
う
し
て
も
孟
子
を
や

ら
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
今
度

は
荀
子
を
や
ら
な
け
れ
ば
気

が
済
ま
ぬ
、
と
い
う
ゆ
う
よ

う
に
段
々
枝
葉
に
分
か
れ
て

来
る
。
そ
う
す
る
と
孫
子
・

呉
子
・
韓
非
子
な
ど
と
い
う

も
の
ま
で
関
連
し
て
き
て
、

今
度
は
そ
れ
に
道
楽
を
す
る
。

斯
様
に
儒
教
を
研
究
し
な

が
ら
、
年
季
を
か
け
て
道
楽

し
て
い
る
と
、
自
然
と
あ
ら

ゆ
る
教
学
に
入
っ
て
来
る
。

桃
栗
三
年
柿
八
年
と
い
う
が
、

人
間
の
学
問
は
や
は
り
二
十

年
、
三
十
年
と
年
季
を
か
け

て
初
め
て
生
き
た
学
問
に
な

る
。

人
間
は
性
情
の
良
し
悪

し
情
緒
の
潤
滑
油
が
乏
し
い

せ
い
で
、
知
性
も
軋
ん
で
円

通
し
な
い
。
こ
の
頃
は
話
し

の
わ
か
ら
ぬ
人
間
が
増
え
た

よ
う
で
あ
る
。

し
が
な
い
者
は
暫
く
置
い

て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
指
導
的

立
場
に
あ
る
知
識
人
で
あ
っ

て
、
と
ん
と
わ
け
の
分
か
ら

ぬ
も
の
が
少
な
く
な
い
。
も
っ

と
も
マ
キ
ャ
ベ
リ
が
す
で
に

指
摘
し
て
い
る
が
、
人
の
頭

に
は
三
通
り
あ
る
。

そ
の
一
は
、
自
分
で
ハ
ッ

キ
リ
考
の
立
つ
も
の
、

そ
の
二
は
、
他
人
の
考
が

良
く
わ
か
る
も
の
、

そ
の
三
は
自
分
の
考
え
も

な
く
、
他
人
の
考
え
も
わ
か

ら
ぬ
も
の
。

他
の
所
で
、
彼
は
又
、
ど

う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
自
ら

知
る
も
の
は
上
の
人
、
次
は
、

他
人
の
善
い
勧
告
を
用
い
る

人
、
最
下
は
、
自
ら
人
に
忠

告
す
る
す
べ
を
知
ら
ず
、
又

人
の
忠
告
に
も
従
わ
ぬ
人
間

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
説
い

て
い
ま
す
。

頭
の
良
し
悪
し
と
い
う
が
、

そ
れ
よ
り
根
本
的
に
大
切
な

こ
と
は
、
や
は
り
性
情
の
良

し
悪
し
で
あ
る
。
我
執
の
な

い
、
よ
く
人
と
打
ち
解
け
合

え
る
性
情
の
人
は
自
然
に
頭

が
良
く
、
自
分
自
身
知
見
が

立
た
ず
と
も
、
賢
者
の
意
見

を
能
く
判
断
し
て
用
い
る
こ

と
が
出
来
る
か
ら
、
な
ま
じ

私
見
が
立
つ
よ
り
、
も
っ
と

頭
の
良
い
こ
と
に
も
な
る
。

人
間
を
観
る
八
観
法

一
、
通
ず
れ
ば
其
の
礼
す
る

所
を
観
る
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す
ら
す
ら
上
手
く
行
き
だ

し
た
時
に
、
ど
う
い
う
も
の

を
尊
重
す
る
か
を
観
る
。

一
、
貴
け
れ
ば
其
の
進
む
所

を
観
る
。

地
位
が
上
が
る
に
つ
れ
、

其
の
登
用
す
る
人
間
を
見
て

人
物
が
分
か
る
。

一
、
富
め
ば
其
の
養
う
所
を

観
る
。

金
が
出
来
る
と
何
を
養
い

出
す
か
。

一
、
聴
け
ば
其
の
行
う
所
を

観
る
。

善
い
こ
と
を
聞
い
た
ら
、

そ
れ
を
実
行
す
る
か
ど
う
か

を
観
る
。

一
、
習
え
ば
其
の
言
う
所
を

観
る
。

習
熟
す
れ
ば
そ
の
人
間
の

言
う
所
を
観
る
。

一
、
止
ま
れ
ば
其
の
好
む
所

を
観
る

こ
の
「
止
」
は
板
に
つ
く

と
い
う
意
味
。
一
人
前
に
仕

事
が
出k

る
よ
う
に
な
る
と
、

何
を
好
む
か
。

一
、
窮
す
れ
ば
其
の
受
け
ざ

る
所
を
観
る

貧
乏
し
た
時
に
何
を
受
け

な
い
か
を
観
る
。

一
、
賤
な
れ
ば
其
の
為
さ
ざ

る
所
を
観
る

人
間
落
ち
ぶ
れ
る
と
何
を

す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か

ら
為
さ
な
い
と
こ
ろ
を
観
る
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◆
行
事
・
活
動
報
告

◎
「
夏
越
大
祓
式
並
大
祓
祈

願
祭

茅
の
輪
く
ぐ
り
」

検
見
川
神
社
様

去
る
六
月
晦
日
、
検
見
川

神
社
様
に
て
夏
越
大
祓
式
祈

願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
有
宵
会

有
志
も
参
加
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
、

御
神
雨
で
頭
か
ら
足
の
先
ま

で
洗
い
清
め
ら
れ
る
か
の
よ

う
な
心
地
で
し
た
。
御
参
拝

の
作
法
を
学
び
、
拝
殿
正
面

に
設
置
さ
れ
た
茅
の
輪
を
く

ぐ
っ
て
各
々
の
穢
れ
を
祓
い

清
め
、
御
神
前
で
祈
念
致
し

ま
し
た
。
後
日
、
祈
願
祭
の

申
込
者
に
は
、
神
社
様
よ
り

特
別
祈
祷
の
御
札
が
授
与
さ

れ
、
来
る
半
年
に
向
け
た
御

守
護
も
頂
き
ま
し
た
。

<
参
加
者
>
十
五
名
（
敬
称

略
順
不
同
）
福
田
有
宵
・
渋

谷
由
紀
子
・
河
野
有
泉
・
田

中
か
ほ
り
・
岸
浦
光
伶
・
秀

和
仙
宵
・
杉
本
弘
光
・
杉
本

侑
穂
・
丸
山
桂
子
・
岩
崎
杏

泉
・
川
又
早
苗
・
金
原
玄
周
・

白
土
愛
眞
・
高
山
剛
・
八
川

林
加

◎
〈
再
掲
〉
書
籍
掲
載

『
神
社
年
鑑

令
和
２
年
度
版

―
神
社
と
生
活
を
結
ぶ
』

（
神
社
年
鑑
発
行
委
員
会

定

価
二
七
五
〇
円
税
込
）

検
見
川
神
社
様
と
共
に
、
有

宵
会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
初
参
り
集
合
写
真
も

掲
載
！
一
般
書
店
で
好
評
発

売
中
で
す
。

◆
次
回
・
行
事
予
定

◎
【
中
止
】
江
東
区

砂
町

文
化
セ
ン
タ
ー
「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

―
今
夏
（
八
月
初
旬
）
に
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
主
催
者
側

の
判
断
で
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
十
周
年
と
会

報
誌
『
有
宵
会
だ
よ
り
』
発

行
一
〇
〇
号
記
念
式
典

〈
事
前
お
申
込
み
制
〉

・
場
所
：
日
比
谷
松
本
楼

（
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷

公
園
一
―
二
）

・
日
時
：
九
月
二
十
六
日

（
土
）

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
を
予
定

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
な

の
で
定
員
は
五
十
名
迄
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
早
目
の
お

申
し
込
み
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
。

（
受
付
開
始
は
十
時
か
ら
順

次
）

・
場
所
：
東
京
都
千
代
田
区

日
比
谷
公
園
一
―
二

・
参
加
費
：
一
万
五
千
円
程

度
を
予
定
（
キ
ャ
ン
セ
ル
期

限
あ
り
）
※
ご
参
加
費
は
年

会
費
と
は
別
に
な
り
ま
す
。

※
有
宵
会
の
記
念
式
典
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
鑑
み
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
簡
素
化
も
検

討
中
で
す
。

※
万
が
一
、
記
念
式
典
や
例

会
の
開
催
に
変
更
・
中
止
が

生
じ
た
場
合
は
、
有
宵
会
Ｈ

Ｐ
等
で
も
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

第１００号 有 宵 会 だ よ り 令和二年７月吉日

【
事
務
局
だ
よ
り
】

■
ご
継
続
・
年
会
費
に
つ

い
て

有
宵
会
で
は
、
七
月
か
ら
新

年
度
（
二
〇
二
〇
年
度
）
と

な
り
ま
す
。
会
員
の
ご
継
続

を
頂
け
る
方
は
、
期
限
ま
で

に
、
年
会
費
の
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◎
年
会
費
：
８
千
円

◎
納
入
期
限
：
令
和
二
年

十
月
末
日
ま
で

※
７
月
の
総
会
ご
欠
席
者
に

は
、
「
有
宵
会
・
銀
行
口
座

の
ご
案
内
」
を
会
報
送
付
時

に
同
封
致
し
ま
す
。

※
年
会
費
お
よ
び
ご
継
続
に

関
し
て
の
ご
相
談
は
、
福
田

有
宵
先
生
・
佐
藤
宗
昡
先
生
・

事
務
局
八
川
林
加
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
ご
相
談
な
く
、
期

限
ま
で
に
ご
継
続
（
年
会
費
）

の
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、

会
報
送
付
等
を
お
止
め
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
ご
登
録
情
報
の
最
新
化

ご
協
力
の
お
願
い

有
宵
会
に
ご
登
録
中
の
ご
住

所
・
ご
連
絡
先
お
電
話
番
号

は
、
最
新
情
報
で
ご
登
録
を

お
願
い
致
し
ま
す
（
ま
た
、

ご
希
望
者
に
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ご
登
録
も
承

り
ま
す
）
。

※
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
連
絡
を

行
っ
た
際
、
存
在
し
な
い
情

報
が
複
数
件
あ
り
ま
し
た
。

有
宵
会
で
は
、
会
則
及
び
個

人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら
、

ご
登
録
情
報
の
保
護
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
情
報
の
最
新

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
各
地
で

続
い
て
お
り
、
依
然
と
し
て

感
染
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
皆
様

も
御
身
体
を
最
優
先
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

事
務
局
長

八
川
林
加

編
集
後
記

お
陰
様
で
本
号
が
百
号
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
原
稿
が
あ
っ

た
か
ら
の
十
六
年
で
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
ま
だ
ま
だ
有
宵

会
は
続
い
て
い
き
ま
す
の
で
皆

さ
ま
方
か
ら
の
原
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。




